
懐かしい原風景や
上社の神事を描く
諏訪の柏屋谷沢さん作品展

諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
在
住
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
谷
沢
儲
家
さ

ん
（
8
4
）
が
描
い
た
地
元
の
懐
か
し

い
原
風
景
や
諏
訪
大
社
上
社
の
神

事
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
、
ペ
ン
画
作

品
展
が
2
2
日
、
上
社
東
参
道
沿
い

の
柏
屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

始
ま
る
。
地
元
の
住
民
で
つ
く
る

上
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
小
島
実
会
長
）
が
主
催
し
、
物

語
本
の
挿
絵
や
会
報
の
表
紙
絵
の

原
画
1
2
占
甚
展
示
す
る
。
2
3
日
に

は
谷
沢
さ
ん
が
作
品
解
説
、
3
0
日

に
は
物
語
本
の
著
者
、
小
松
郁
俊

さ
ん
＝
神
宮
寺
＝
と
の
対
談
会
も

催
す
。
入
場
無
料
、
3
0
日
ま
で
。

谷
沢
さ
ん
は
少
年
時
代
に
子
ど

も
向
け
雑
誌
の
挿
絵
を
夢
中
で
模

写
し
、
以
来
今
日
ま
で
絵
筆
を
執
り

続
け
て
い
る
。
1
9
7
0
年
か
ら
約

2
0
年
間
、
南
信
日
日
新
聞
（
現
長
野

弊

日
華
に
4
コ
マ
漫
画
「
ナ
ン
さ
ん
」

を
連
載
、
地
域
の
同
人
誌
や
会
報

の
表
紙
絵
や
ご
当
地
マ
サ
ブ
の
制

作
な
ど
を
手
掛
け
、
文
芸
作
家
の

顔
も
持
つ
マ
ル
チ
な
創
作
家
だ
。

展
示
は
数
多
い
作
品
の
中
で
も

神
宮
寺
、
上
社
に
ち
な
む
も
の
を

厳
選
し
、
小
松
さ
ん
が
昨
年
出
版

し
た
本
「
諏
訪
の
物
語
」
に
寄
せ

た
挿
絵
9
点
と
風
景
、
風
物
の
ペ

ン
画
3
点
を
飾
っ
た
。
挿
絵
は
澄

ん
だ
色
彩
が
鮮
や
か
で
、
「
著
者

小
松
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
と
人
情
味

が
あ
ふ
れ
る
作
風
を
大
事
に
し
、

諏
訪
の
自
然
や
歴
史
を
絵
で
残
し
・

た
い
思
い
で
描
い
た
」
（
谷
沢
さ

ん
）
と
い
う
温
か
く
、
時
に
コ
ミ

カ
ル
な
タ
ッ
チ
が
見
る
人
の
笑
み

を
誘
う
。
ペ
ン
画
は
繊
細
で
轍
密

な
線
描
に
谷
沢
さ
ん
の
制
作
の
原

点
が
垣
間
見
え
る
。

「
気
軽
に
見
て
楽
し
ん
で
」
と

話
す
谷
沢
さ
ん

個
展
に
あ
た
り
「
イ
ラ
ス
ト
は

軽
や
か
に
楽
し
む
も
の
。
訪
れ
る

人
た
ち
が
和
ん
で
く
れ
た
ら
」
と

話
し
て
い
る
。
展
示
は
午
前
1
0
時

～
午
後
5
時
。
2
3
日
の
解
説
、
3
0

日
の
対
談
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

3
0
分
か
ら
。
入
場
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
小
島
会
長
（
電
話
0
2
6

6
．
5
3
・
6
1
6
8
）
へ
。

（
日
比
野
真
由
美
）


